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大網・横行結腸・S状結腸浸潤を伴う巨大卵黄囊腫瘍の1例
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卵黄囊腫瘍は若年に発症する比較的まれな胚細胞性腫瘍である．今回われわれは，大網・横行結腸・S状結腸浸潤を伴う巨大卵黄囊腫瘍の1例を経験したので報告する．症例は18歳女性，未経妊．腹部膨満感を主訴に近医内科を受診．CTにて卵巣腫瘍を疑う腹部巨大腫瘤を認め，精査目的に当科紹介受診．初診時の理学的所見では臍上に及ぶ腫瘤を触知，血中AFPは153400ng/mlと異常高値をしめしており，卵黄囊腫瘍が疑われた．MRIで骨盤内に充実性部分と囊胞性成分が混在する境界明瞭な腫瘤を認めた．開腹所見では，左卵巣巨大腫瘍が大網，横行結腸中央部と癒着，S状結腸の一部にも認め，左付属器切除，横行結腸・S状結腸・大網部分切除術を施行した．病理結果は卵黄囊腫瘍であり，術後BEP療法（ﾌﾞﾚｵﾏｲｼﾝ・ｴﾄﾎﾟｼﾄﾞ・ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ）を開始し，現在血中AFPも順調に○○○○○低下している．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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